
酸・アルカリと指示薬　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（酸性 黄・中性 緑・アルカリ性 青）

BTB溶液は、酸性で黄色、中性で緑色、アルカリ性で青色になります。

よくあるまちがい：BTB：酸＝黄・中＝緑・アルカリ＝青。

問2　答え：ウ（－極側）

酸性を示すもとは水素イオン（H⁺）で、＋の電気をもつので、－極側へ動きます。

よくあるまちがい：＋のイオンは－極へ、－のイオンは＋極へ。

問3　答え：ア（＋極側）

アルカリ性を示すもとは水酸化物イオン（OH⁻）で、－の電気をもつので、＋極側へ動きます。

よくあるまちがい：酸性のもと＝H⁺、アルカリ性のもと＝OH⁻。

問4　答え：イ（水にとけて水素イオンを生じる物質）

酸は水にとけて水素イオン（H⁺）を生じる物質です。例：塩酸 HCl→H⁺＋Cl⁻

よくあるまちがい：酸＝H⁺、アルカリ＝OH⁻。

問5　答え：ア（うすい塩酸）

酸性の水溶液にマグネシウムなどの金属を入れると、水素が発生します。

よくあるまちがい：金属＋酸→水素。

問6　答え：ウ（石灰水）

フェノールフタレイン溶液は、アルカリ性で赤色になります。石灰水（水酸化カルシウム水溶液）はアルカ

リ性です。

よくあるまちがい：フェノールフタレイン＝アルカリ性で赤。

問7　答え：ア（pH7より小さいほど、酸性が強い）

pH7が中性。7より小さいと酸性で、小さいほど酸性が強い。7より大きいとアルカリ性で、大きいほどアル

カリ性が強い。

よくあるまちがい：pH：7中性・小さい＝酸性・大きい＝アルカリ性。

問8　答え：下の例

赤い部分が－極側へ動いたので、酸性を示すもとは＋の電気をもつイオンだとわかる。これは水素イオン

（H⁺）である。

採点のポイント：酸性のもとは＋の電気をもつ（－極に引かれた）／その正体は水素イオン（H⁺）

よくあるまちがい：動いた向き→電気の符号→イオンの名前、の順に書く。
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